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 上記の議案を別紙のとおり会議規則第１４条第１項の規定により提出 

します。



令和７年青森県東方沖の地震による被害からの復旧に関する意見書 

 

 

 令和７年 12 月８日午後 11 時 15 分頃、青森県東方沖を震源とするマグニチュード 7.6 の地震

により、本市は最大震度である震度６強の揺れに見舞われました。現在、関係機関により被害状

況の調査が進められているものの、まだ全容は明らかになっておりません。 

 市内では、現時点で把握されている範囲でも市民生活に大きな影響を与える被害が確認され

ており、今後の調査によってはさらなる影響が明らかになる可能性があることから、市民生活の

安定と地域の早期復旧を図るためには、国による柔軟かつ迅速な支援措置が不可欠であります。 

 よって、国におかれましては、今回の地震による被害からの早期の復旧に向け、下記の事項に

ついて速やかに必要な対応を講じられるよう強く要望いたします。 

 

記 

 

１ 被害の全容が判明していない現段階を踏まえ、被災自治体に対して速やかな復旧に向けた

財政支援及び専門家等の人的支援を柔軟かつ十分に講じること。 

 

２ 被災者及び被災事業者に対する必要な支援並びにＪＲ八戸線をはじめとした公共インフラ

の復旧に必要な支援を迅速に講じること。 

 

 以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。 
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